
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

九
五
式
爆
雷
は
十
九
年
末
以
降
、
た
と
え
機
銃
掃
射
を
受
け

て
も
誘
爆
を
起
こ
さ
な
い
二
式
爆
雷
と
代
わ
り
、
防
御
が
楽
に

な
っ
た
。
こ
の
二
種
の
爆
雷
は
、
い
ず
れ
も
同
一
の
大
き
さ
で

あ
る
が
、
二
式
は
九
五
式
よ
り
七
年
も
新
し
い
昭
和
十
七
年
に

正
式
兵
器
と
し
て
採
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

日
本
海
軍
は
艦
隊
決
戦
主
義
を
金
科
玉
条
と
し
て
訓
練
し
て

来
た
。
従
っ
て
、
商
船
を
守
る
こ
と
は
さ
ほ
ど
重
視
し
て
い
な

か
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
第
二
次
大
戦
が
始
ま
り
、
敵
の
潜
水
艦
の
た
め

に
次
々
と
商
船
が
沈
め
ら
れ
る
と
、
慌
て
て
護
衛
用
海
防
艦
の

マ
ス
プ
ロ
を
開
始
し
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
海
防
艦
は
建
造

を
急
ぎ
、
た
と
え
個
艦
の
性
能
は
多
少
劣
っ
て
も
、
早
く
、
安

く
建
造
で
き
る
こ
と
を
モ
ッ
ト
ー
と
し
た
。
建
造
費
は
駆
逐
艦

の
半
分
以
下
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

こ
れ
ら
海
防
艦
は
、
海
軍
兵
学
校
（
江
田
島
）
で
の
プ
ロ
の

士
官
よ
り
も
、
商
船
学
校
を
卒
業
し
た
予
備
士
官
に
よ
っ
て
指

揮
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。

海
防
艦
の
任
務
は
、
地
味
な
辛
い
仕
事
で
あ
り
、
駆
逐
艦
の

よ
う
な
格
好
良
さ
は
全
く
見
当
た
ら
ぬ
が
、
彼
ら
の
辛
抱
強
い

努
力
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
曲
が
り
な
り
に
も
商
船
隊
は
船
団

を
組
む
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

海
防
艦
は
第
一
号
海
防
艦
よ
り
合
計
一
一
六
艦
で
あ
っ
た
。

青
年
学
校
義
務
制
と
軍
隊

―
海
軍
―
　 

滋
賀
県
　
武
村
正
男
　 

大
正
十
（
一
九
二
一
）
年
四
月
六
日
、
私
は
姉
二
人
の
六
人

兄
弟
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
、
昭
和
六
（
一
九
三
一
）
年
に
は

十
人
の
家
族
に
な
り
ま
し
た
が
、
当
時
と
し
て
は
普
通
の
家
族

人
数
で
あ
っ
た
。

昭
和
三
年
四
月
、
葉
山
村
立
葉
山
尋
常
高
等
小
学
校
に
入

学
。
男
女
合
わ
せ
て
百
余
人
で
、
紅
白
二
組
に
分
け
ら
れ
、
私

は
紅
組
で
生
徒
数
は
五
十
二
人
で
あ
っ
た
。
全
校
生
徒
は
八
百

人
余
り
と
言
わ
れ
、
毎
年
三
月
十
日
の
陸
軍
記
念
日
、
五
月
二

十
七
日
の
海
軍
記
念
日
に
は
朝
礼
後
の
一
時
間
は
、
日
露
戦
争



の
旅
順
陥
落
や
日
本
海
海
戦
の
話
を
先
生
が
交
替
で
さ
れ
て
い

た
。満

州
事
変
や
上
海
事
変
が
相
次
い
で
起
こ
り
、
雑
誌
「
少
年

倶
楽
部
」
等
に
「
日
米
若
し
戦
わ
ば
…
…
」
と
い
う
よ
う
な
記

事
が
書
か
れ
て
あ
り
、
戦
争
は
あ
る
ん
だ
な
あ
、
そ
し
て
自
分

も
戦
争
に
行
く
ん
だ
な
あ
、
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

昭
和
十
一
年
三
月
、
高
等
小
学
校
を
卒
業
し
た
私
は
、
翌
四

月
、
葉
山
青
年
学
校
一
年
に
入
学
し
た
。
わ
が
国
教
育
制
度
に

お
い
て
は
、
正
規
の
中
学
校
に
進
学
し
な
い
者
に
対
す
る
教
育

機
関
と
し
て
当
時
、
実
業
補
修
学
校
と
青
年
訓
練
所
と
が
存
在

し
た
が
、
昭
和
十
年
、
両
学
校
の
特
色
を
取
り
入
れ
た
青
年
学

校
制
度
が
確
立
さ
れ
た
。
次
い
で
昭
和
十
四
年
四
月
二
十
六

日
、
青
年
学
校
制
度
の
義
務
制
が
次
ぎ
の
ご
と
く
実
施
さ
れ

た
。教

授
及
訓
練
課
目
と
し
て
は
、
修
身
科
及
び
公
民
科
、
普
通

学
科
、
職
業
科
、
家
事
及
び
裁
縫
科
、
体
操
科
、
教
練
科
が
あ

り
、
教
練
科
に
お
い
て
は
、
教
練
及
び
体
操
の
ほ
か
、
競
技
及

び
武
道
を
課
す
る
こ
と
と
し
、
男
子
に
対
し
て
は
在
営
期
間
の

短
縮
を
認
め
る
こ
と
、
な
ど
が
行
わ
れ
た
。
中
で
も
、
教
練

は
、
既
教
育
の
在
郷
軍
人
に
よ
り
行
わ
れ
る
年
一
回
の
査
閲
が

あ
り
、
現
役
の
陸
軍
中
佐
級
の
人
が
査
察
官
と
し
て
来
校
さ
れ

て
い
た
。

昭
和
十
五
年
十
月
二
十
三
日
、
京
都
連
隊
区
よ
り
中
井
中
佐

が
来
校
の
後
、
十
二
月
十
九
日
、
再
度
査
閲
が
あ
っ
た
。
県
で

三
校
、
査
閲
官
は
陸
軍
少
将
・
木
村
直
樹
閣
下
、
陸
軍
大
佐
・

武
村
有
義
、
そ
し
て
中
井
中
佐
以
下
中
佐
九
人
、
憲
兵
軍
曹
二

人
、
合
計
十
三
人
、
そ
の
た
め
閣
下
ラ
ッ
パ
を
既
教
育
の
人
を

頼
み
行
わ
れ
た
。

そ
の
日
は
、
出
迎
え
る
こ
ろ
よ
り
雨
が
降
っ
て
、
そ
れ
が
大

雨
と
な
り
、
分
隊
教
練
で
伏
せ
る
と
服
ま
で
水
が
通
る
。
他
の

観
覧
者
は
雨
着
を
着
な
い
で
お
ら
れ
た
。

こ
の
年
の
十
一
月
下
旬
、
近
畿
三
府
四
県
の
青
年
学
校
生
徒

の
連
合
特
別
大
演
習
が
行
わ
れ
、
総
指
揮
官
は
陸
軍
中
将
．
南

次
郎
閣
下
で
あ
っ
た
。
午
後
二
時
、
京
都
伏
見
歩
兵
第
九
連
隊

の
営
庭
に
北
軍
が
集
結
、
奈
良
橿
原
神
宮
付
近
で
払
暁
戦
の
想

定
で
進
め
ら
れ
た
。

稲
の
刈
り
終
っ
た
泥
田
の
中
を
展
開
し
つ
つ
夜
九
時
、
露
営



に
な
っ
た
時
か
ら
、
さ
ら
に
将
校
斥
候
と
し
て
山
本
少
尉
ほ
か

六
人
で
四
時
間
、
敵
状
偵
察
に
敵
方
の
声
の
聞
こ
え
る
と
こ
ろ

ま
で
侵
入
し
、
還
っ
て
食
事
後
、
ひ
と
休
み
と
思
う
こ
ろ
出
発

と
、
休
む
時
な
ど
な
い
状
況
。
第
一
線
に
い
る
人
々
も
、
こ
の

よ
う
な
こ
と
だ
な
あ
と
思
え
ば
我
慢
も
で
き
た
け
れ
ど
も
、
帰

り
の
電
車
の
中
で
は
土
足
も
何
も
そ
の
ま
ま
床
に
腰
下
し
て
う

と
う
と
、
気
が
付
け
ば
京
都
駅
に
着
い
て
い
た
、
と
い
う
状
況

だ
っ
た
。

昭
和
十
六
年
三
月
、
五
年
生
卒
業
、
研
究
科
一
年
に
籍
を
置

く
。
間
も
な
く
青
年
学
校
生
徒
担
任
の
先
生
か
ら
、
青
年
学
校

生
徒
御
親
閲
に
参
加
す
る
よ
う
に
と
話
が
あ
っ
た
。
日
時
は
五

月
二
十
二
日
午
前
十
時
、
宮
城
前
広
場
、
全
国
生
徒
三
万
四
千

人
余
り
、
内
女
子
四
千
二
百
五
十
人
で
あ
る
。

総
指
揮
官
は
陸
軍
少
将
中
代
豊
治
郎
、
副
官
は
陸
軍
少
佐
・

濱
田
正
平
、
同
陸
軍
中
尉
・
渡
辺
強
平
。
滋
賀
県
は
第
七
集
団

で
、
集
団
長
は
熊
野
大
佐
、
副
官
可
児
中
尉
、
同
河
合
中
尉
、

第
一
大
隊
長
は
高
野
秀
太
郎
大
佐
、
副
官
上
野
五
百
作
少
尉

で
、
四
個
小
隊
二
百
四
十
人
、
女
子
五
十
人
で
あ
っ
た
。

五
月
十
八
日
、
一
日
中
分
隊
行
進
の
訓
練
を
行
い
、
五
月
二

十
一
日
、
駒
沢
練
兵
場
で
一
日
中
分
列
行
進
の
訓
練
。
五
月
二

十
二
日
快
晴
、
午
前
九
時
ま
で
に
所
定
の
位
置
に
着
き
、
総
指

揮
官
の
指
揮
下
に
入
る
。
総
務
係
長
、
九
時
二
十
五
分
ま
で
に

分
列
発
起
点
に
位
置
す
。

午
前
九
時
四
十
分
、
帯
刀
者
抜
刀
、
執
銃
者
着
剣
、
鹵
簿
の

先
駆
は
二
重
橋
通
過
の
際
、
ラ
ッ
パ
音
の
「
気
を
付
け
」
と
共

に
軍
楽
隊
の
『
君
が
代
』
の
吹
奏
、
壇
上
に
着
座
。

第
一
集
団
よ
り
第
一
〇
集
団
、
約
四
〇
分
間
、
陛
下
は
直
立

不
動
で
壇
上
か
ら
答
礼
さ
れ
る
ご
と
に
文
部
大
臣
よ
り
「
何
々

道
府
県
名
」
を
説
明
す
る
。
分
列
行
進
が
終
わ
り
、
女
子
生
徒

に
よ
る
奉
唱
歌
を
奉
唱
し
て
奉
送
い
た
し
、
軍
楽
隊
の
演
奏
に

よ
り
還
御
あ
ら
せ
ら
れ
る
。
そ
の
後
二
群
に
別
れ
て
明
治
神

宮
、
靖
国
神
社
に
参
拝
す
。
顧
み
て
、
四
〇
分
の
長
き
に
わ
た

り
壇
上
で
直
立
不
動
で
答
礼
さ
れ
て
い
た
陛
下
の
お
姿
に
感
銘

を
受
け
た
。
五
月
二
十
四
日
、
指
定
列
車
で
帰
っ
た
が
、
往
復

の
間
、
富
士
山
が
ど
こ
か
教
え
て
く
れ
る
者
も
な
く
、
車
中
で

眠
て
し
ま
い
見
る
こ
と
も
な
く
帰
宅
し
た
。

明
く
れ
ば
五
月
二
十
五
日
、
徴
兵
検
査
の
日
で
あ
っ
た
。
当



時
、
国
民
の
三
大
義
務
と
し
て
、
教
育
、
納
税
、
兵
役
の
三
つ

が
あ
り
、
そ
の
兵
役
に
服
務
の
可
否
に
つ
い
て
の
身
体
検
査
が

行
わ
れ
た
。
就
学
の
た
め
延
期
し
て
い
た
者
も
三
人
程
度
い

た
。
私
の
検
査
の
結
果
は
、
徴
兵
官
・
飯
田
大
佐
か
ら
「
体
重

不
足
、
第
一
乙
種
、
体
に
気
を
付
け
ろ
」
と
言
わ
れ
た
が
、
後

に
現
役
証
書
が
き
て
「
昭
和
十
七
年
六
月
三
十
日
、
舞
鶴
海
兵

団
に
入
団
す
べ
し
」
と
あ
っ
た
。

今
ま
で
自
分
が
海
軍
に
入
団
と
は
思
っ
て
も
み
な
か
っ
た
。

陸
軍
歩
兵
操
典
は
大
体
分
か
る
と
思
っ
て
い
た
し
、
乗
馬
も
少

し
は
し
た
し
、
担
任
教
諭
（
陸
軍
少
尉
）
か
ら
「
お
前
が
軍
隊

へ
き
て
も
、
こ
れ
以
上
教
え
る
こ
と
も
な
い
わ
」
と
言
わ
れ
て

い
た
が
、
海
の
こ
と
は
全
く
分
か
ら
な
い
。
し
か
し
瀬
田
川
で

の
ボ
ー
ト
乗
り
や
田
舟
乗
り
、
琵
琶
湖
で
泳
ぐ
こ
と
等
を
練
習

し
た
こ
と
は
後
に
役
に
立
っ
た
。

昭
和
十
七
年
二
月
、
役
場
の
兵
事
係
が
現
役
証
書
を
返
し
て

と
、
取
り
に
き
た
。
大
東
亜
戦
争
が
勃
発
し
て
い
た
の
で
入
団

は
早
く
な
る
と
思
っ
て
い
た
ら
「
九
月
一
日
、
入
団
」
と
遅
く

な
っ
た
。
後
で
分
か
っ
た
こ
と
は
、
既
教
育
の
兵
を
先
に
召
集

し
て
い
た
か
ら
と
の
こ
と
で
あ
る
。

話
は
変
わ
る
が
、
昭
和
十
四
年
こ
ろ
か
ら
青
年
学
校
生
徒
六

人
と
引
率
者
一
人
の
計
七
人
で
、
他
校
と
交
替
で
二
十
四
時
間

ず
つ
、
当
時
栗
太
郡
下
田
上
村
役
場
の
前
に
高
さ
一
〇
メ
ー
ト

ル
ほ
ど
の
見
張
り
台
で
防
空
監
視
に
当
た
っ
て
い
た
。
本
部
は

名
古
屋
第
三
師
団
に
あ
る
中
部
管
区
軍
司
令
部
だ
っ
た
。
昭
和

十
七
年
四
月
十
八
日
、
快
晴
、
当
番
の
葉
山
村
監
視
員
陸
軍
上

等
兵
・
園
田
惣
五
郎
引
率
の
六
人
で
、
い
つ
も
と
変
わ
ら
な
い

勤
務
を
し
て
い
た
。
…
…
と
電
話
が
鳴
っ
た
。
受
話
器
を
耳
に

当
て
た
。「
中
部
管
区
空
襲
警
報
発
令
」
と
聞
い
た
私
は
「
演

習
で
す
な
」
と
言
っ
た
ら
「
馬
鹿
者
！
」
と
怒
鳴
ら
れ
た
こ
と

が
今
で
も
耳
に
残
っ
て
い
る
。
後
か
ら
考
え
る
と
、
演
習
の
場

合
は
「
演
習
」
を
先
に
付
け
る
が
、
勝
ち
戦
の
報
道
ば
か
り
で

あ
っ
た
当
時
で
は
、
気
が
付
か
な
か
っ
た
の
は
他
人
と
同
じ
で

あ
っ
た
。

こ
の
時
は
、
Ｂ2

5

（
中
型
爆
撃
機
）
一
機
で
、
名
古
屋
方
面

か
ら
京
阪
神
方
面
へ
、
高
度
一
万
メ
ー
ト
ル
で
、
偵
察
の
み
で

迎
撃
機
も
飛
ば
な
か
っ
た
よ
う
だ
っ
た
。

昭
和
十
七
年
七
月
上
旬
、
当
時
青
年
学
校
担
任
の
清
水
定
一

陸
軍
少
尉
は
応
召
さ
れ
、
北
川
俊
一
中
尉
に
変
わ
っ
て
お
ら
れ



た
。
北
川
先
生
が
見
え
ら
れ
て
「
ち
ょ
っ
と
お
願
い
に
き
た
」

と
言
っ
て
「
期
日
は
八
月
十
二
日
か
ら
八
月
二
十
五
日
、
場
所

は
伊
勢
神
宮
の
茅
地
造
成
事
業
勤
労
奉
仕
隊
参
加
に
、
内
地
の

者
は
滋
賀
県
五
百
五
十
人
程
度
で
、
ほ
か
朝
鮮
、
台
湾
、
満
州

等
外
地
ば
っ
か
り
だ
そ
う
だ
。
き
つ
い
だ
ろ
う
が
行
っ
て
欲
し

い
。
詳
細
は
追
っ
て
沙
汰
す
る
」
と
の
こ
と
で
、
受
諾
す
る
。

八
月
十
日
か
ら
八
月
二
十
五
日
ま
で
毎
朝
、
朝
礼
か
ら
始
ま

る
。
現
地
で
は
真
夏
の
日
、
山
肌
の
雑
草
の
地
を
開
い
て
茅
を

植
え
る
。
汗
で
汚
れ
た
体
を
清
い
流
れ
の
五
十
鈴
川
上
流
で
水

浴
を
し
た
思
い
出
が
、
今
甦
る
。
帰
っ
て
五
日
は
瞬
く
間
に
過

ぎ
、
八
月
三
十
日
、
青
年
団
員
と
し
て
、
今
ま
で
何
十
個
と
立

て
た
紅
白
の
門
を
今
自
分
が
潜
る
。
そ
し
て
二
度
と
見
る
こ
と

は
な
い
で
あ
ろ
う
景
色
や
人
々
に
別
れ
を
告
げ
つ
つ
、
字
や
村

の
送
別
会
、
そ
し
て
歓
呼
の
声
に
送
ら
れ
て
車
上
の
人
と
な
っ

た
。
そ
の
時
、
一
緒
に
送
ら
れ
た
の
は
四
人
。
さ
れ
ど
歌
の
文

句
に
あ
る
通
り
、
思
い
も
よ
ら
ず
、
我
一
人
不
思
議
に
命
永
ら

え
て
…
…
復
員
す
る
と
は
知
る
由
も
な
い
。

九
月
一
日
、
舞
鶴
海
兵
団
に
一
歩
を
記
す
。
仮
編
成
で
、
第

十
七
分
隊
・
第
三
教
班
・
班
長
は
相
馬
鉄
二
・
三
等
兵
曹
（
砲

術
科
卒
業
、
十
七
人
中
八
番
目
）

、
兵
籍
番
号
舞
徴
水
一
〇
一

九
五
。
教
班
長
よ
り
初
め
て
の
言
葉
「
こ
こ
は
娑
婆
と
は
違

う
、
よ
っ
て
一
か
ら
教
え
る
か
ら
、
言
っ
た
通
り
に
し
ろ
。
分

か
ら
ん
こ
と
は
何
で
も
聞
け
。
お
前
た
ち
は
や
っ
て
い
る
と
思

う
が
、
右
手
に
箸
を
持
ち
、
左
手
に
茶
碗
を
持
っ
て
飯
を
喰
う

…
…
」
と
。

身
体
検
査
あ
り
、
食
堂
、
便
所
、
教
官
室
、
教
員
室
等
皆
を

連
れ
て
回
り
、
服
装
、
帽
子
、
靴
等
は
手
を
入
れ
て
、
こ
れ
は

大
き
い
と
取
り
換
え
に
行
っ
て
く
れ
た
。
三
日
ほ
ど
し
て
「
何

か
一
つ
の
試
験
を
受
け
る
よ
う
に
」
と
言
わ
れ
、
外
れ
る
も
の

を
と
思
い
、
通
信
を
受
け
た
ら
一
人
受
か
り
、
第
二
十
二
分
隊

に
移
動
し
面
倒
を
見
て
も
ら
っ
た
。

教
班
長
に
「
お
前
は
出
て
い
く
の
か
」
と
言
わ
れ
、
申
し
訳

な
く
思
っ
た
。
か
く
し
て
第
二
十
二
分
隊
第
四
教
班
四
等
水

兵
・
武
村
正
男
が
誕
生
し
た
。

こ
の
こ
ろ
で
も
、
私
物
を
持
っ
て
隊
門
を
出
る
帰
郷
者
も

あ
っ
た
。
第
二
十
二
分
隊
徴
兵
と
第
二
十
一
分
隊
志
願
兵
と

が
、
各
八
教
班
（
一
三
六
人
ず
つ
）
を
海
軍
大
尉
・
鵜
飼
佐
蔵



分
隊
長
・
四
教
班
長
海
軍
二
等
兵
曹
・
奥
栄
作
。
編
成
替
え
し

て
一
週
間
ほ
ど
し
て
消
灯
時
、
当
直
教
員
よ
り
「
軍
隊
に
は
こ

の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
、
見
と
け
。
こ
こ
は
娑
婆
と
違
う
の

だ
」
と
大
喝
一
声
、
机
を
叩
く
音
が
し
た
。
見
れ
ば
朱
塗
り
の

木
刀
で
あ
る
。
し
ば
ら
く
の
疲
れ
と
幾
日
か
の
馴
れ
で
、
だ
ら

け
て
来
た
時
で
も
あ
っ
た
。

十
月
中
旬
「
た
だ
今
か
ら
武
装
し
て
兵
舎
前
に
集
合
、
か
か

れ
！
」
と
号
令
が
あ
っ
た
。
百
二
十
六
人
中
八
番
目
に
整
列
し

た
。
十
五
人
ほ
ど
集
ま
っ
た
時
「
も
う
よ
い
、
解
散
！
」
と
言

わ
れ
た
の
で
、
何
が
何
だ
か
分
か
ら
ず
尋
ね
る
と
、「
十
月
二

十
三
日
運
動
会
が
あ
り
、
出
場
者
を
決
め
る
の
に
分
か
ら
ん
か

ら
早
い
も
の
か
ら
十
人
を
決
め
る
た
め
だ
」
と
の
こ
と
。
後
に

ジ
フ
テ
リ
ア
発
生
で
、
運
動
会
は
取
り
止
め
と
な
っ
た
。

取
り
止
め
の
日
、
第
二
十
二
分
隊
教
班
対
抗
の
ボ
ー
ト
競
争

が
行
わ
れ
た
。
奥
教
班
長
は
皆
に
言
っ
た
。「
外
の
こ
と
で
は

他
の
教
班
の
班
長
ほ
ど
や
か
ま
し
く
言
わ
な
か
っ
た
が
、
ボ
ー

ト
は
私
の
得
意
と
す
る
種
目
で
あ
り
、
絶
対
負
け
て
は
な
ら

ん
」
と
。
そ
う
言
わ
れ
る
と
練
習
か
ら
気
合
い
の
入
れ
方
が
、

他
の
教
班
と
は
違
っ
て
い
た
。

私
は
一
番
前
の
右
側
、
瀬
田
川
で
の
練
習
が
認
め
ら
れ
た
の

か
練
習
に
前
を
指
定
さ
れ
た
。
審
判
は
分
隊
長
、
分
隊
士
、
別

艇
で
見
て
い
た
。
一
着
で
ゴ
ー
ル
に
入
る
な
り
教
班
長
が

「
ヤ
ッ
タ
、
ヤ
ッ
タ
！
」
と
バ
ッ
タ
ー
を
振
り
上
げ
、
両
手
で

「
万
歳
！
」
を
し
た
。
そ
し
て
皆
に
も
「
よ
う
や
っ
た
」
と
労

を
ね
ぎ
ら
っ
た
が
、
自
分
も
に
こ
や
か
な
笑
顔
で
、
ま
も
な
く

進
級
し
て
ラ
バ
ウ
ル
に
転
勤
さ
れ
た
。

十
一
月
か
ら
制
度
が
改
正
さ
れ
、
入
団
し
た
時
は
四
等
水
兵

だ
っ
た
の
が
、
進
級
も
あ
っ
て
一
等
水
兵
に
変
わ
り
、
十
一
月

二
日
、
横
須
賀
海
軍
通
信
学
校
第
六
十
三
期
生
と
し
て
入
隊
し

た
。
こ
こ
は
全
国
の
四
海
兵
団
か
ら
の
寄
り
集
ま
り
で
、
普
通

科
の
我
々
と
高
等
術
練
習
生
・
電
波
探
信
も
い
る
。
前
に
は
機

関
学
校
や
工
作
学
校
、
少
し
離
れ
る
と
航
海
学
校
等
が
あ
り
、

大
勢
の
兵
隊
基
地
で
も
あ
っ
た
。

私
は
第
七
十
六
分
隊
三
教
班
に
籍
を
置
い
た
が
、
舞
鶴
の
時

の
仲
間
は
三
人
か
四
人
ぐ
ら
い
い
た
の
か
な
あ
と
思
う
く
ら
い

で
、
隣
の
第
七
十
五
分
隊
に
も
知
る
者
は
い
な
い
。
学
校
長
は

降
旗
海
軍
中
将
。
第
七
十
五
、
七
十
六
分
隊
長
海
軍
中
尉
・
中



村
一
三
、
第
三
教
班
長
は
吉
田
上
曹
で
あ
っ
た
。

学
校
で
授
業
が
始
ま
っ
た
最
初
に
、
吉
田
教
員
か
ら
通
信
用

紙
を
渡
さ
れ
「
自
分
に
読
め
る
字
で
、
一
分
間
で
字
を
書
く
。

七
〇
字
を
書
け
た
者
は
」
と
言
わ
れ
、
二
人
が
手
を
挙
げ
た
。

こ
の
二
人
は
船
乗
り
で
、
通
信
員
で
あ
っ
た
。
吉
田
教
員
は

「
そ
の
う
ち
に
書
け
る
よ
う
に
な
る
。
標
準
は
一
分
間
に
八
〇

字
、
欧
文
は
一
〇
〇
字
。
最
高
は
和
文
一
〇
〇
字
、
欧
文
一
二

〇
字
だ
。
で
き
る
よ
う
に
教
え
る
」
と
。

学
校
は
新
兵
の
時
と
は
違
い
、
週
に
一
回
半
舷
外
出
が
あ

り
、
指
定
の
集
会
所
で
娯
楽
や
軽
食
も
で
き
、
民
宿
で
休
憩
も

で
き
た
。
帰
り
の
時
間
は
、
出
る
前
の
整
列
の
時
に
当
直
将
校

か
ら
「
門
限
は
午
後
五
時
」
と
言
わ
れ
て
い
た
が
、
教
員
よ
り

は
三
〇
分
前
と
指
示
さ
れ
て
い
た
。

二
月
の
初
旬
こ
ろ
、
私
の
前
の
伊
藤
一
水
が
、
遠
出
を
し
て

三
〇
分
前
に
一
〇
分
遅
れ
た
。
学
校
の
当
直
将
校
が
言
っ
た
時

間
よ
り
は
二
〇
分
早
い
。
こ
の
日
の
当
直
は
第
七
十
五
分
隊
の

先
任
教
員
、
善
行
章
三
線
、
新
し
く
な
い
か
ら
十
年
は
越
え
て

い
る
だ
ろ
う
。
こ
の
教
員
が
「
皆
聞
け
、
あ
れ
ほ
ど
言
っ
て
あ

る
の
に
遅
刻
し
た
奴
が
お
る
。
気
合
い
を
入
れ
て
や
る
か
ら
出

て
こ
い
。
両
足
を
開
き
両
手
を
挙
げ
、
拳
を
握
り
歯
を
喰
い
し

ば
れ
」
と
バ
ッ
ト
が
飛
ん
だ
。
幾
つ
か
で
倒
れ
る
。
兵
舎
の
隅

に
空
気
乾
燥
防
止
の
た
め
に
桶
水
が
あ
る
。「
水
持
っ
て
こ
い
」

と
水
を
ぶ
っ
か
け
、
気
付
き
、
立
ち
上
が
れ
ば
ま
た
叩
く
。
と

「
あ
と
気
を
付
け
ろ
。
元
の
位
置
、
解
散
」

。
教
員
の
瞼
が
う
る

ん
で
い
た
。
こ
の
よ
う
な
時
で
も
休
業
と
か
入
院
と
か
聞
い
た

こ
と
が
な
い
。

夏
の
一
日
、
各
分
隊
長
交
替
で
久
里
浜
海
岸
へ
水
泳
に
出

た
。
私
ら
の
尻
が
皆
、
紫
色
に
血
が
に
じ
ん
で
い
た
。
終
わ
っ

て
校
庭
に
教
員
整
列
が
あ
っ
た
。
約
七
百
人
、
校
長
か
ら
「
あ

ま
り
手
荒
な
こ
と
を
し
な
い
よ
う
に
」
と
注
意
が
あ
っ
た
が
、

変
わ
ら
な
か
っ
た
。

日
が
経
つ
に
つ
れ
て
習
う
こ
と
が
多
く
な
っ
て
く
る
し
、
三

日
ほ
ど
前
の
こ
と
を
試
験
で
、
ま
た
毎
日
新
し
い
こ
と
を
試
験

す
る
。
送
受
信
機
、
発
電
機
、
欧
文
電
報
傍
受
の
た
め
、
ロ
ー

マ
時
符
号
を
覚
え
る
こ
と
や
書
く
こ
と
、
数
学
、
幾
何
、
代
数

と
、
終
に
兵
器
機
を
第
二
と
し
、
送
電
を
一
と
し
た
。

卒
業
前
の
実
地
の
訓
練
で
一
カ
月
、
平
塚
市
の
分
校
か
ら
送



受
電
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
平
塚
で
満
月
の
夜
、
松
の
小
枝

越
し
に
富
士
山
を
く
っ
き
り
見
た
思
い
出
は
今
も
瞼
に
浮
か

ぶ
。
配
属
が
決
め
ら
れ
、
一
人
一
人
班
長
か
ら
理
由
を
述
べ
、

申
し
渡
さ
れ
た
。

百
三
十
六
人
中
百
人
を
航
空
機
と
潜
水
艦
、「
お
前
、
視
力

が
弱
い
た
め
南
京
警
備
隊
勤
務
」
と
申
し
渡
さ
れ
た
。「
何
れ

も
同
じ
だ
、
気
張
る
よ
」
と
。
八
月
四
日
、
久
里
浜
駅
か
ら
電

車
に
乗
る
。
電
報
扱
い
あ
り
、
申
し
込
ん
だ
が
、
後
で
夜
行
列

車
が
な
い
と
諦
め
た
。
京
都
は
午
前
三
時
、
知
り
合
い
に
出
会

い
、
伝
言
を
頼
む
。
広
島
、
さ
れ
ど
後
に
焼
野
原
に
な
ろ
う
と

は
知
る
由
も
な
い
。

列
車
は
翌
日
、
佐
世
保
へ
、
海
兵
団
仮
入
隊
。
各
地
へ
の
船

便
待
ち
、
約
五
千
人
。
当
直
は
善
行
章
五
線
の
上
等
兵
曹
、
正

し
く
は
先
任
衛
兵
伍
長
。
あ
る
朝
、
朝
礼
に
大
喝
一
声
「
佐
世

保
の
海
兵
団
は
ち
よ
っ
と
違
う
ぞ
。
見
と
け
…
…
出
て
こ
い
」

と
善
行
章
二
線
の
上
等
兵
曹
が
壇
上
へ
、
横
に
将
校
三
十
人
ぐ

ら
い
が
居
並
ぶ
。「
兵
隊
を
指
導
す
べ
き
立
場
に
あ
り
な
が
ら

…
…
」
と
言
う
な
り
バ
ッ
ト
一
つ
二
つ
三
つ
…
…
厳
し
い
と
聞

い
て
い
た
こ
と
を
見
た
。

八
月
十
二
日
、
昼
食
後
一
時
、
上
海
行
き
、
兵
舎
前
に
整

列
。
下
士
官
一
人
兵
六
人
、
乗
船
は
「
上
海
丸
」（
八
千
ト

ン
）

。
七
人
は
交
替
で
見
張
り
板
切
れ
一
つ
で
も
届
け
、
二
日

目
初
め
て
大
波
を
見
た
。
八
千
ト
ン
の
船
も
波
間
に
入
る
と
周

囲
は
水
、
ま
た
水
。
変
わ
っ
て
波
の
上
に
乗
る
と
一
望
千
里
と

い
う
よ
う
に
遠
く
が
見
え
る
。
ほ
と
ん
ど
の
者
が
船
酔
い
で
、

食
事
は
い
ら
な
い
。
私
は
船
酔
い
せ
ず
、
見
張
る
こ
と
が
で
き

た
こ
と
は
後
の
作
戦
に
も
役
立
っ
た
。

右
に
左
に
見
え
る
駆
逐
艦
の
護
衛
を
受
け
て
三
日
目
、
水
の

色
が
変
わ
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
五
時
間
ほ
ど
で
港
に
着
い
た
。
そ

し
て
上
海
、
中
国
大
陸
に
第
一
歩
を
記
し
、
上
海
海
軍
特
別
陸

戦
隊
よ
り
の
迎
え
の
車
で
仮
入
隊
、
半
日
ほ
ど
で
上
陸
を
後
に

南
京
警
備
隊
司
令
・
梅
崎
宇
之
介
大
佐
に
報
告
。
第
三
回
目
の

受
信
の
教
育
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。
初
め
は
同
盟
通
信
の

新
聞
電
報
を
辞
書
を
持
っ
て
翻
訳
し
、
当
直
下
士
官
に
見
て
も

ら
う
。
船
で
は
こ
れ
が
唯
一
の
新
聞
。
次
は
当
直
者
の
傍
ら
で

送
受
信
を
担
当
す
。
し
ば
ら
く
日
が
経
つ
と
、
下
士
官
が
横
で

見
て
後
よ
り
細
か
く
補
足
。
一
カ
月
ほ
ど
で
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
が
、
も
し
悪
い
場
合
は
監
査
艦
所
か
ら
後
日
何
時
何
分



ど
こ
か
ら
ど
こ
へ
ど
う
し
た
、
と
誤
り
と
指
摘
が
届
き
、
室
長

か
ら
程
度
に
よ
り
小
言
な
り
処
罰
を
受
け
る
。

一
人
当
直
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
、
十
月
が
終
わ
ろ
う
と

し
て
い
た
。
室
長
・
福
島
政
二
郎
上
曹
か
ら
、
蘇
州
へ
行
っ
て

三
カ
月
ほ
ど
で
帰
っ
て
く
る
予
定
と
言
わ
れ
、
行
く
こ
と
に

な
っ
た
。「
気
張
れ
」
と
言
わ
れ
、
餞
別
と
し
て
一
円
頂
い
た

が
、
そ
の
後
、
南
京
警
備
隊
に
帰
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
名
前

も
蘇
州
砲
艇
隊
か
ら
上
陸
気
付
の
富
樫
隊
に
変
わ
っ
た
。
任
務

は
水
路
の
■
区
■
戒
で
、
輸
送
の
安
全
を
護
る
こ
と
で
、
無

錫
、
鎮
江
、
杭
州
、
平
望
、
嘉
興
、
上
海
等
の
蘇
州
河
、
黄
浦

江
、
澱
水
湖
、
時
に
は
陸
軍
の
作
戦
に
水
路
封
鎖
等
の
協
力
を

す
る
。

昭
和
十
八
年
六
月
、
江
南
造
船
所
に
移
動
す
る
こ
と
に
な

り
、
蘇
州
砲
艇
隊
を
陸
軍
の
暁
部
隊
の
船
舶
隊
へ
渡
す
ま
で
八

人
が
残
務
整
理
と
な
り
、
八
月
二
十
六
日
江
南
に
帰
り
、
翌
日

作
戦
説
明
を
受
け
た
。

〔
編
注
〕

武
村
正
男
氏
の
終
戦
前
後
の
手
記
は
、
第
Ⅶ
巻
に
掲
載
さ
れ

て
お
り
ま
す
。




